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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
米
国
原
子
力
潜
水
艦
の
我
が
国
へ
の
無
通
報
寄
港
に
対
す
る
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
。
）
軍
隊
の
原
子
力
推
進
型
の
潜
水
艦
（
以
下
「
米
原
子
力
潜
水
艦
」
と

い
う
。
）
が
我
が
国
に
寄
港
す
る
に
際
し
て
は
、
合
衆
国
海
軍
は
、
通
常
外
務
省
に
対
し
、
入
港
の
少
な
く
と
も
二
十
四
時

間
前
に
、
寄
港
地
等
に
つ
い
て
通
報
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
か
か
る
通
報
が
な
い
ま
ま
に
、
平
成
二
十
年
十

一
月
十
日
、
米
原
子
力
潜
水
艦
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
が
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
地
区
に
寄
港
す
る
と
い
う
事
案
（
以
下
「
本
件

事
案
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
外
務
省
と
し
て
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
同
日
午
前
、
西
宮

外
務
省
北
米
局
長
が
、
ズ
ム
ワ
ル
ト
在
京
合
衆
国
大
使
館
筆
頭
公
使
に
対
し
て
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
の
詳
細
な
説
明
、

原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
の
徹
底
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
事
前
通
報
が
な
い
ま
ま
に
米
原
子
力
潜
水
艦
が
入
港
し
た
の

は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
旨
の
抗
議
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
日
午
後
、
同
公
使
か
ら
、
本
件
事
案
は
、
合
衆
国
海
軍
の

内
部
の
連
絡
ミ
ス
が
原
因
で
あ
る
が
、
通
報
が
な
さ
れ
な
い
形
で
米
原
子
力
潜
水
艦
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
が
寄
港
し
た
こ
と
は

合
衆
国
側
と
し
て
も
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
再
発
防
止
に
努
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
の
際
同
公
使
か
ら
合
衆

一



国
海
軍
の
内
部
の
連
絡
ミ
ス
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

外
務
省
は
、
本
件
事
案
の
発
生
を
確
認
後
、
直
ち
に
合
衆
国
側
に
対
し
可
能
な
限
り
早
期
に
遺
憾
の
意
を
伝
え
、
合
衆
国

側
に
お
い
て
、
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
の
徹
底
等
所
要
の
対
応
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
西
宮

外
務
省
北
米
局
長
か
ら
ズ
ム
ワ
ル
ト
在
京
合
衆
国
大
使
館
筆
頭
公
使
に
対
し
、
電
話
に
て
申
入
れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

外
務
省
と
し
て
は
、
か
か
る
対
応
は
適
切
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

本
件
事
案
に
つ
い
て
、
外
務
省
が
初
め
て
知
っ
た
の
は
平
成
二
十
年
十
一
月
十
日
午
前
十
時
四
十
五
分
頃
で
あ
り
、
直
ち

に
関
係
方
面
と
連
絡
を
取
る
と
と
も
に
、
事
実
関
係
の
確
認
等
を
行
っ
た
。

二


